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気仙沼ブロック
気仙沼市、南三陸町

宮城県

岩手県

宮城東部ブロック 40万t
塩竈市、多賀城市、七ヶ浜町

亘理名取ブロック
名取市、岩沼市、
亘理市、山元町

久慈地区 17.6万t（8万t）

宮古地区 86.7万t（18.3万t）
田野畑村、岩泉町、宮古市

大槌地区 48.3万t（16万t）

釜石市 82万t（31.9万t）

山田地区 54.2万t（8.8万t）

気仙沼処理区 111万t

南三陸処理区 31万t
石巻ブロック 364万t
石巻市、東松島市、女川町

多賀城市 13万t

名取処理区 44万t

岩沼処理区 83万t

亘理処理区 119万t

山元処理区 128万t

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
宮
城
県
で
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物
は
一
、二
五
二 

万
㌧
、
津
波
堆
積
物
は
六
七
二
万
㌧
と

推
計
さ
れ
る
。
街
に
散
乱
し
た
が
れ
き

類
の
ほ
と
ん
ど
は
一
次
仮
置
き
場
へ
の

搬
入
が
終
わ
り
、
平
成
二
十
六
年
三
月

を
目
標
に
県
主
導
の
も
と
、
各
J
V
が

二
次
仮
置
き
場
で
処
理
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

災
害
廃
棄
物
は
一
般
廃
棄
物
に
分
類

さ
れ
る
。
市
町
村
に
よ
る
処
理
が
基
本

だ
が
、
そ
の
量
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
膨
大
な
量
で
あ
り
、
沿
岸
市

町
も
行
政
機
能
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
処
理
は
困

難
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
が
沿
岸

一
二
市
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
処
理
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
震
災
か
ら
約
二

週
間
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
県
に
は
一

般
廃
棄
物
処
理
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
で
も
早
く
処
理
を
終
え
る
た
め
に
、

高
度
な
技
術
力
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

実
績
、
多
数
の
関
係
事
業
者
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
能
力
、
強
固
な
財
務
基
盤

を
持
つ
ゼ
ネ
コ
ン
に
業
務
を
委
託
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
宮
城
県
震
災
廃

棄
物
対
策
課
の
笹
出
課
長
は
語
る
。
特

に
ゼ
ネ
コ
ン
の
卓
越
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

　

四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
行
わ
れ
る
処

理
の
進
捗
は
様
々
だ
。
リ
ア
ス
式
海
岸

が
広
が
る
こ
の
地
方
で
は
、
処
理
場
用

地
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

「
処
理
は
で
き
る
だ
け
ブ
ロ
ッ
ク
内
あ

る
い
は
県
内
で
済
ま
せ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
面
積

も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
処
理
の
工

夫
を
重
ね
て
処
分
量
を
減
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
処
理

が
早
く
進
ん
だ
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
県
外
処

理
を
予
定
し
て
い
た
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
廃

棄
物
を
処
理
す
る
な
ど
、
J
V
間
の
連

携
を
主
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
復
興
事
業
に
円
滑
に
つ
な
が
る
よ

う
、『
速
や
か
な
が
れ
き
処
理
』
を
続
け

て
い
き
ま
す
」

膨
大
な
量
の
廃
棄
物
を

三
年
間
で
処
理
す
る
た
め
に 地域とともに、

早期復興を目指す
日建連会員による災害廃棄物処理業務

災害廃棄物の迅速な処理は、最も優先順位が高い事業の1つであり、
日建連会員各社にとっても、これまでダム等の大規模事業で培ってきた

技術力やマネジメント力の真価が試されている業務である。
東北各地では、平成26年3月の完了を目指して、日建連会員各社が総力を挙げて、

災害廃棄物の処理に取り組んでいる。

宮城県環境生活部
震災廃棄物対策課 課長

笹出陽康

不測の事態にも的確に対応できる、
ゼネコンのマネジメント能力に期待しています。

　日建連会員企業は、宮城県内で気仙沼ブロッ
クの2処理区（気仙沼・南三陸）、石巻ブロック、
宮城東部ブロック、亘理名取ブロックの4処理
区（名取・岩沼・亘理・山元）と、多賀城市発注
の計9業務、岩手県内で4地区（久慈・宮古・山
田・大槌）と、釜石市発注の計5業務を受注して
いる。宮城県内では最終処分も含めた広範囲の
業務を遂行。岩手県内では分別・破砕と定めら
れた最終処分場への搬出を行っている。
　工期は、宮城県内では平成26年3月（多賀城
市を除く）、岩手県内では平成25年3月（釜石市
を除く）である。
　日建連会員企業が実施する災害廃棄物等の9
月末時点の処理推計量は、宮城県内では9業務
合計で約923万tであり、岩手県内では5業務合
計で約83万t（釜石市発注を除き、平成25年3月
までの契約量）となっている。

日建連会員企業が受注した
災害廃棄物処理業務の概要

日建連会員が受注した
岩手県内と宮城県内における
災害廃棄物処理業務と処理量
（岩手県のカッコ内は
平成25年3月までの契約量）

災害
廃棄物処理
特集

写真：中原一隆
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宮
城　
宮
城
県
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
亘
理

名
取
ブ
ロ
ッ
ク
（
亘
理
処
理
区
）
を
担

当
す
る
の
は
、
大
林
・
戸
田
・
鴻
池
・

東
洋
・
橋
本
・
深
松
・
春
山
J
V
だ
。

亘
理
町
で
発
生
し
た
四
六
万
㌧
の
災
害

廃
棄
物
と
、
七
三
万
㌧
の
津
波
堆
積
物

を
処
理
し
て
い
る
。「
私
た
ち
が
現
場

を
開
い
た
の
は
昨
年
十
月
。
そ
の
後
五

カ
月
で
造
成
と
機
器
設
置
を
済
ま
せ
、

今
年
の
四
月
に
運
転
を
始
め
ま
し
た
。

と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
処
理

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
、
次
々
と
廃
棄

物
を
運
び
込
む
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
前

に
大
林
J
V
・
遠
藤
所
長
は
語
っ
た
。

　

全
長
七
〇
〇
㍍
に
及
ぶ
敷
地
に
は
選

別
・
破
砕
施
設
や
焼
却
施
設
が
整
然
と

並
ぶ
。
こ
の
処
理
区
で
は
、
木
く
ず
や

金
属
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
の
再

資
源
化
は
も
ち
ろ
ん
、
四
段
階
の
選
別

工
程
を
採
用
し
、
可
燃
物
と
土
砂
を
徹

底
し
て
選
別
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
最
大
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
選

別
後
の
残
渣
と
焼
却
灰
は
固
化
剤
を
混

ぜ
る
こ
と
で
、
防
潮
堤
の
盛
り
土
な
ど

に
活
用
で
き
る
資
材
に
再
生
さ
れ
る
。

放
射
性
物
質
の
検
査
も
徹
底
。
焼
却
灰

を
詰
め
た
袋
は
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
み

と
言
わ
れ
る
独
自
の
検
査
室
で
異
常
値

が
出
て
い
な
い
か
確
認
を
怠
ら
な
い
。

　

遠
藤
所
長
が
常
に
心
が
け
る
こ
と
は

「
地
域
に
入
り
込
む
」
こ
と
だ
と
い
う
。

「
私
た
ち
は
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
、地

域
に
入
り
込
ん
で
モ
ノ
を
作
り
上
げ
ま

す
。
自
分
た
ち
だ
け
で
は
何
も
で
き
ま

せ
ん
。
人
を
い
か
に
動
か
す
か
が
、
私

た
ち
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
で
す
。
亘

理
処
理
区
の
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い

る
の
は
、
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
け
て
い
る
か
ら
で
す
」。
廃
棄
物
処
理

は
復
興
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。「
亘

理
に
あ
る
豊
か
な
海
の
幸
、
イ
チ
ゴ
や

米
な
ど
の
名
産
品
が
再
び
全
国
で
安
心

し
て
消
費
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
な
が
ら
、
遠
藤
所
長
は
処

理
が
終
わ
っ
た
後
の
地
域
が
再
び
活
力

を
取
り
戻
す
姿
を
思
い
描
く
。

「
笹
出
課
長
が
『
廃
棄
物
と
い
え
ど
も

被
災
前
に
は
県
民
の
大
切
な
資
産
だ
っ

た
』
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
段
階

の
選
別
と
再
生
資
材
化
に
よ
り
、
自
区

内
リ
サ
イ
ク
ル
一
〇
〇
％
を
達
成
し
、

こ
の
想
い
に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
々
、
改
善
で
き
る
点
が
な
い
か
考
え

続
け
て
い
ま
す
」
と
遠
藤
所
長
。

　

地
元
雇
用
も
積
極
的
に
行
わ
れ
、
事

務
や
焼
却
炉
運
転
員
な
ど
で
約
二
〇
〇

人
を
採
用
。
手
選
別
工
程
に
は
八
〇
人

が
従
事
す
る
。
廃
棄
物
に
は
有
毒
物
質

や
危
険
物
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
安
全
確
保
に
細
心
の
注
意

を
払
う
。「
こ
の
辺
り
は
田
畑
が
多
く
、

農
薬
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

容
器
が
津
波
で
破
損
し
、
土
砂
に
混
ざ

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

特
に
危
険
で
す
。
万
一
に
備
え
、
粗
選

別
ヤ
ー
ド
に
は
ガ
ス
検
知
器
を
置
き
、

作
業
員
は
防
毒
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
異
臭
が
し
た
ら
す

ぐ
に
全
員
退
避
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」。再
生
し
た
資
材
に
お
い
て
も
有
害

物
質
を
確
実
に
除
去
し
て
い
る
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

処
理
に
あ
た
る

地
域
と
と
も
に

復
興
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
る

亘理廃棄物処理JV事務所
所長

遠藤吉宣

廃棄物処理は復興の第一歩。
とにかく一日でも早く処理が終わるよう現場を鼓舞しています。

上）処理が早期に進む亘理
処理区の粗選別ヤードで
は、石巻ブロックで県外処
理される予定だった廃棄物
も受け入れている。左）粗
選別、機械選別、手選別を
経た廃棄物は、細粒物処理
設備でさらに細かく選別
し、リサイクル率をアップ
させている。

石巻ブロックとの連携
上）未経験者でも作業に対
応できるよう、コンベアが
流れる速度や全長を設定。
機械では分別できない細か
い可燃物や金属、コンクリ
ートガラ、木片などが丁寧
に取り出される。左）廃棄
物の中間処理事業を担うタ
ケエイ社は150人体制で処
理にあたる。

左）5基のチェーンストー
カ炉が24時間休むことな
く運転している。排煙に有
害物質が含まれないよう検
査は欠かさない。下）焼却
炉から取り出された主灰に
固化材を混合する固化プラ
ント。写真奥の海岸沿いで
は防潮堤の復旧作業も進ん
でいる。

左）放射性物質の試料は一
袋ごとに記録を付ける。検
査は外部に出す再生資材の
安全確保と、この処理区で
働く人の安心のために行わ
れている。処理開始以来異
常値は出ていない。下）廃
棄物に付着した土や焼却灰
に含まれる放射性物質を測
定する専用室を備える。

地元雇用者への配慮

安全確保の徹底 リサイクル率の最大化

岩手県内における
建設業を中心とした
他業種との連携による
災害廃棄物処理の
事例紹介
岩手県内においては、日建連会員各社が
災害廃棄物等の早期分別・処理や、分別後に
発生する再生資材の有効活用を目指し、
他業種とも連携しながら
先進的な取り組みを試みています。

岩手県庁では災害廃棄物由来の再生資材を有効活用
するため、盛土材料や埋立て材としての品質評価指
針及び活用方針を示したマニュアルを作成している。

岩手県復興資材活用マニュアル

植樹用マウンドの基礎になる混合土に、コンクリー
トガラや流木・倒木などの木質がれきを100%利
用。がれき処理を簡略化するとともに、苗木の成長
促進が見込まれている。

 「大槌地区」震災廃棄物を
 「千年の杜」植樹用マウンドに活用
㈱竹中土木・㈱タケエイ・松村建設㈱・
㈱八幡組特定業務共同企業体

クラウドサービスを活用し
た「廃棄物統合管理システ
ム」を構築し、廃棄物の運
搬・処理管理、ダンプトラッ
クの運行管理を一元的に行
っている。

 「山田地区」
廃棄物統合管理システム
による業務管理の省力化
㈱奥村組・日本国土開発㈱・
陸中建設㈱・吉川建設㈱・
㈱佐藤建業
特定業務共同企業体

岩
手


